
令和３年度 日南市入札監視委員会（第２回） 議事概要 

開催日時及び場所 
令和３年 12 月 21 日（火）13 時 00 分～17 時 00 分 

宮崎県自治会館 ２階会議室 

出席委員氏名（敬称略） 

楠    茂 樹（上智大学法学部 教授） 

松 岡 孝 浩（松岡孝浩法律事務所 弁護士） 

海 野 理 香（税理士法人ｱｲﾋﾞｰﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ 代表社員税理士） 

井 手 真 弓（社会保険労務士法人 ALX 特定社会保険労務士） 

出席関係者氏名 

※リモート対応含む 

＜説明者等＞ 

谷 口 正 司（建設部 財産マネジメント課 係長） 

山 口 勝 也（建設部 財産マネジメント課 主査） 

片 桐 大 輔（建設部 財産マネジメント課 主査） 

久 嶋  誠 （建設部 建設課 副主幹） 

坂 本  毅 （建設部 建設課 主任技師） 

前 田 祐 二（建設部 下水道課 課長補佐） 

山 脇 崇 弘（建設部 下水道課 副主幹） 

井 田 真 一（市民生活部 美化推進課 課長補佐） 

高 橋 功 光（市民生活部 美化推進課 主幹） 

倉 田 博 文（総合政策部 財政課長） 

阿 部 啓 行（総合政策部 財政課 課長補佐） 

＜事務局＞ 

和 田 考 巨（総合政策部 総務・危機管理課長） 

釋迦郡 崇 吉（総合政策部 総務・危機管理課 課長補佐） 

福 元 正 樹（総合政策部 総務・危機管理課 主査） 

議事概要 

１ 開会 

２ あいさつ 

  ・ 日南市入札監視委員会 楠委員長 

【ここから非公開】 

３ 入札監視委員会の取組及び運営等に係る環境整備について 

  ・ 新たに導入したクラウドシステムの操作及び使用方法等に

ついて、機器リース業者及び事務局より説明 

４ 指名審査委員会の監視 

  ・ 同日開催の指名審査委員会をウェブにて監視 

５ 審議 

(１) 令和３年度上半期公共工事における抽出案件の審査について 

  ア 抽出委員から抽出理由の説明 

    ・ 楠委員長が 200 件ある工事の中から抽出した７件につ

いて、その理由を説明 

  イ 市担当者等から抽出案件の説明（リモート対応） 



    ・ 入札監視委員会を開催した自治会館（宮崎市）と日南

市役所をオンラインで繋ぎ、抽出した７件について、事

業の各担当者及び契約係からの説明並びに質疑応答（そ

れぞれ、説明と質疑応答合わせて２０分程度） 

  ウ 総括 

    ・ 説明等を受けた７件について、総合的に評価 

  エ 次回抽出委員の選定 

    ・ 次回、令和３年度下半期分の抽出委員に、井手委員を

選定 

(２) 入札制度改革等に係る取組内容について 

・ 抽選型指名競争入札に係る試行要綱及び運用マニュアル

等について、財政課契約係より説明 

(３) 指名審査委員会等の監視体制について 

  ア 令和３年 11 月の監視結果等 

    ・ 試験的に監視した令和３年 11 月の指名審査委員会に

ついて、監視した楠委員長より報告 

  イ 日程調整結果 

    ・ 令和３年 12 月からの監視体制について、調整案のとお

り決定 

  ウ その他 

    ・ なし 

６ その他 

  ・ なし 

７ 閉会 

【閉会後、楠委員長による取材対応】 

委員会意見の内容要旨 

１ 競争性の確保、ＪＶのあり方を再検討する必要がある。 

２ 随意契約理由を精査する必要がある。 

３ 全応札業者が予定価格付近に、それもわずかな金額の差に入っ

ていることに違和感がある。 

４，５ 最低制限価格に多くの応札者があり競争性が働いているよ

うに見えるが、その理由と、設計変更の妥当性を精査する必要が

ある。 

６ 予定価格が公表されているにもかかわらず、辞退ではなく、予

定価格を超えて応札する事情をヒアリングし、把握する必要があ

る。不調・不落が増加している懸念がある中、その原因分析に繋

がる。 

７ ２者で叩き合っており、その他が見送っているようなこのケー

スは、今後の同種の工事等においても慎重に監視する必要がある。 



公共事業審議対象期間 令和３年４月１日 ～ 令和３年９月 30 日 

公共事業抽出案件 総件数 ７件 （備考） 

 

対象件数 200 件 
内 

訳 

一般競争入札 １件 

指名競争入札 ５件 

随意契約 １件 

 

委員からの意見・質問と 

それに対する回答等 

※主なもの 

 

意見・質問 回答等 

  

その他 なし 

 

非  公  表 


